
　

鎌
倉
五
山
第
一
位
建
長
寺

　

鎌
倉
五
山
第
一
位
建
長
寺

は
１
２
５
３
年
（
建
長
５
）

は
１
２
５
３
年
（
建
長
５
）

五
代
執
権
北
条
時
頼
に
よ
っ

五
代
執
権
北
条
時
頼
に
よ
っ

て
わ
が
国
最
初
の
禅
宗
専
門

て
わ
が
国
最
初
の
禅
宗
専
門

道
場
が
開
か
れ
ま
し
た
。
開

道
場
が
開
か
れ
ま
し
た
。
開

山
の
渡
来
僧
・
蘭
渓
道
隆
に

山
の
渡
来
僧
・
蘭
渓
道
隆
に

よ
っ
て
中
国
宋
朝
か
ら
の
純

よ
っ
て
中
国
宋
朝
か
ら
の
純

粋
禅
が
直
輸
入
さ
れ
た
の
で

粋
禅
が
直
輸
入
さ
れ
た
の
で

す
。
旧
来
の
保
守
的
な
仏

す
。
旧
来
の
保
守
的
な
仏

教
、
そ
し
て
知
識
や
教
養
を

教
、
そ
し
て
知
識
や
教
養
を

単
に
問
う
こ
と
で
な
く
純
一

単
に
問
う
こ
と
で
な
く
純
一

に
道
を
究
め
る
修
行
と
高
い

に
道
を
究
め
る
修
行
と
高
い

精
神
性
を
問
う
新
し
い
宗

精
神
性
を
問
う
新
し
い
宗

派
こ
そ
「
禅
」
で
あ
り
ま
し

派
こ
そ
「
禅
」
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
禅
は
い
ま
な
お
世

た
。
そ
の
禅
は
い
ま
な
お
世

界
に
「
Ｚ
Ｅ
Ｎ
」
と
し
て
ひ

界
に
「
Ｚ
Ｅ
Ｎ
」
と
し
て
ひ

ろ
ま
り
現
代
人
の
精
神
修
養

ろ
ま
り
現
代
人
の
精
神
修
養

と
し
て
ひ
ろ
が
り
を
み
せ
て

と
し
て
ひ
ろ
が
り
を
み
せ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
ん
な
禅
の
道
場

　

さ
て
、
そ
ん
な
禅
の
道
場

「
建
長
寺
」の
は
じ
ま
り
は
鎌

「
建
長
寺
」の
は
じ
ま
り
は
鎌

倉
の
中
心
地
の
外
れ
、巨
福

倉
の
中
心
地
の
外
れ
、巨
福

呂
坂
を
登
っ
た「
地
獄
谷
」と

呂
坂
を
登
っ
た「
地
獄
谷
」と

い
わ
れ
た
刑
場
地
で
し
た
。

い
わ
れ
た
刑
場
地
で
し
た
。

そ
の
刑
場
に
あ
っ
た
心
平
寺

そ
の
刑
場
に
あ
っ
た
心
平
寺

と
い
う
地
蔵
堂
が

と
い
う
地
蔵
堂
が

建
長
寺
の
は
じ
ま

建
長
寺
の
は
じ
ま

り
な
の
で
す
。

り
な
の
で
す
。

　

心
平
寺
に
は
あ

　

心
平
寺
に
は
あ

る
霊
験
話
が
残
っ

る
霊
験
話
が
残
っ

て
い
ま
す
。
刑
場

て
い
ま
す
。
刑
場

で
の
出
来
事
、
済

で
の
出
来
事
、
済

田
左
衛
門
金
吾
と

田
左
衛
門
金
吾
と

い
う
者
が
無
実
の

い
う
者
が
無
実
の

罪
で
斬
首
さ
れ
よ

罪
で
斬
首
さ
れ
よ

う
と
し
た
が
、
討

う
と
し
た
が
、
討

手
の
武
者
が
刀
を
何
度
ふ
り

手
の
武
者
が
刀
を
何
度
ふ
り

お
ろ
し
て
も
左
衛
門
の
首
は

お
ろ
し
て
も
左
衛
門
の
首
は

切
れ
な
か
っ
た
。
実
は
彼
は

切
れ
な
か
っ
た
。
実
は
彼
は

日
頃
よ
り
信
仰
し
て
い
た
一

日
頃
よ
り
信
仰
し
て
い
た
一

寸
八
分
の
地
蔵
像
を

寸
八
分
の
地
蔵
像
を
髻

も
と
ど
り

も
と
ど
り（

ま
（
ま

げ
）
の
中
に
念
持
仏
と
し
て

げ
）
の
中
に
念
持
仏
と
し
て

納
め
て
い
た
た
め
で
、
そ
の

納
め
て
い
た
た
め
で
、
そ
の

か
わ
り
地
蔵
の
背
に
く
っ
き

か
わ
り
地
蔵
の
背
に
く
っ
き

り
刀
傷
が
残
っ
た
。
ま
さ
に

り
刀
傷
が
残
っ
た
。
ま
さ
に

地
蔵
が
身
代
わ
り
と
な
っ
て

地
蔵
が
身
代
わ
り
と
な
っ
て

左
衛
門
を
救
っ
た
の
で
す
。

左
衛
門
を
救
っ
た
の
で
す
。

　

地
蔵
菩
薩
の
ご
加
護
に
よ

　

地
蔵
菩
薩
の
ご
加
護
に
よ

っ
て
救
わ
れ
た
こ
と
と
し
て

っ
て
救
わ
れ
た
こ
と
と
し
て

こ
の
地
蔵
菩
薩
を
心
平
寺
地

こ
の
地
蔵
菩
薩
を
心
平
寺
地

蔵
の
頭
中
に
納
め
、
時
が
経

蔵
の
頭
中
に
納
め
、
時
が
経

ち
建
長
寺
が
開
創
さ
れ
る
と

ち
建
長
寺
が
開
創
さ
れ
る
と

仏
殿
本
尊
の
胎
内
に
移
さ
れ

仏
殿
本
尊
の
胎
内
に
移
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
は
別
に
安
置

ま
し
た
。
現
在
は
別
に
安
置

さ
れ
、
年
に
一
回
秋
の
宝
物

さ
れ
、
年
に
一
回
秋
の
宝
物

風
入
れ
に
方
丈
正
面
内
陣
に

風
入
れ
に
方
丈
正
面
内
陣
に

お
ま
つ
り
さ
れ
ま
す
。
大
伽

お
ま
つ
り
さ
れ
ま
す
。
大
伽

藍
を
誇
る
建
長
寺
の
御
本
尊

藍
を
誇
る
建
長
寺
の
御
本
尊

は
わ
ず
か
一
寸
八
分
の
通

は
わ
ず
か
一
寸
八
分
の
通

称
、
済
田
地
蔵
（
身
代
わ
り

称
、
済
田
地
蔵
（
身
代
わ
り

地
蔵
尊
）
で
あ
っ
た
と
い
う

地
蔵
尊
）
で
あ
っ
た
と
い
う

面
白
い
お
話
で
す
。

面
白
い
お
話
で
す
。

　

一
木
造
、
彫
眼
、
金
泥

　

一
木
造
、
彫
眼
、
金
泥

塗
、
厨
子
入
り
。
像
高
５
・

塗
、
厨
子
入
り
。
像
高
５
・

３
㎝
、
年
代
不
詳
。

３
㎝
、
年
代
不
詳
。

　

市
の
委
託
で
家
庭
か
ら
出

　

市
の
委
託
で
家
庭
か
ら
出

る
紙
類
、
ビ
ン
・
缶
な
ど
の

る
紙
類
、
ビ
ン
・
缶
な
ど
の

回
収
を
行
っ
て
い
る
鎌
倉
市

回
収
を
行
っ
て
い
る
鎌
倉
市

資
源
回
収
協
同
組
合
（
木
村

資
源
回
収
協
同
組
合
（
木
村

邦
雄
代
表
理
事
、
組
合
員

邦
雄
代
表
理
事
、
組
合
員
1717

社
）
は
、
１
月

社
）
は
、
１
月
1515
日
、
市
と

日
、
市
と

鎌
倉
警
察
署
、
大
船
警
察
署

鎌
倉
警
察
署
、
大
船
警
察
署

の
４
者
で
防
犯
に
関
す
る
協

の
４
者
で
防
犯
に
関
す
る
協

定
を
結
ん
だ
。
巡
回
中
に
犯

定
を
結
ん
だ
。
巡
回
中
に
犯

罪
や
不
審
者
の
通
報
、
子
ど

罪
や
不
審
者
の
通
報
、
子
ど

も
や
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど

も
や
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど

に
協
力
す
る
。

に
協
力
す
る
。

　

収
集
車
は
平
日
の
午
前
８

　

収
集
車
は
平
日
の
午
前
８

時
半
か
ら
午
後
４
時
ご
ろ
ま

時
半
か
ら
午
後
４
時
ご
ろ
ま

で
、
一
日

で
、
一
日
6060
台
か
ら
多
い
と

台
か
ら
多
い
と

き
は
き
は
8080
台
が
市
内
を
巡
回
し

台
が
市
内
を
巡
回
し

て
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
ト

て
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
ト

ラ
ッ
ク
に
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ラ
ッ
ク
に
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼

ル
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼

り
、
今
回
新
た
に
収
集
車
に

り
、
今
回
新
た
に
収
集
車
に

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
を
搭
載
し
、

ダ
ー
を
搭
載
し
、

警
察
の
要
請
が
あ

警
察
の
要
請
が
あ

れ
ば
画
像
を
提
出
す
る
。

れ
ば
画
像
を
提
出
す
る
。

　

調
印
式
で
松
尾
崇
鎌
倉
市

　

調
印
式
で
松
尾
崇
鎌
倉
市

長
は
「
市
内
で
不
審
者
情
報

長
は
「
市
内
で
不
審
者
情
報

が
年
が
年
4040
〜
5050
件
あ
る
の
で
、

件
あ
る
の
で
、

今
回
の
締
結
を
心
強
く
感
じ

今
回
の
締
結
を
心
強
く
感
じ

る
」
と
話
し
た
。

る
」
と
話
し
た
。

　

両
警
察
署
に
よ
る
と
、
管

　

両
警
察
署
に
よ
る
と
、
管

内
で
大
き
な
事
故
は
な
か
っ

内
で
大
き
な
事
故
は
な
か
っ

た
が
、
昨
年
の
刑
法
犯
認
知

た
が
、
昨
年
の
刑
法
犯
認
知

件
数
は
、
鎌
倉
署
で
前
年
よ

件
数
は
、
鎌
倉
署
で
前
年
よ

り
9494
件
増
の
４
４
３
件
、
大

件
増
の
４
４
３
件
、
大

船
署
で
昨
年
よ
り
１
件
減
の

船
署
で
昨
年
よ
り
１
件
減
の

３
８
２
件
あ
っ
た
と
い
う
。

３
８
２
件
あ
っ
た
と
い
う
。

鎌
倉
署
・
宮
村
栄
署
長
は

鎌
倉
署
・
宮
村
栄
署
長
は

「
官
民
一
体
の
地
域
活
動
を

「
官
民
一
体
の
地
域
活
動
を

今
後
署
員
一
丸
と
な
っ
て
全

今
後
署
員
一
丸
と
な
っ
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
力
を
込
め
た
。

い
」
と
力
を
込
め
た
。

　

同
組
合
が
防
犯
パ
ト
ロ
ー

　

同
組
合
が
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
う
き
っ
か
け
と
な
っ

ル
を
行
う
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
手
広
の
交
差
点
で

た
の
は
、
手
広
の
交
差
点
で

の
児
童
の
通
学
の
安
全
指
導

の
児
童
の
通
学
の
安
全
指
導

と
い
う
。
近
隣
の
笛
田
町
内

と
い
う
。
近
隣
の
笛
田
町
内

会
に
協
力
し
て
、
３
年
ほ
ど

会
に
協
力
し
て
、
３
年
ほ
ど

前
か
ら
平
日
の
午
前
７
時
半

前
か
ら
平
日
の
午
前
７
時
半

〜
８
時
ご
ろ
ま
で
横
断
歩
道

〜
８
時
ご
ろ
ま
で
横
断
歩
道

で
旗
振
り
を
行
っ
て
い
る
。

で
旗
振
り
を
行
っ
て
い
る
。

　

凍
え
る
よ
う
な
寒
さ
の
１

　

凍
え
る
よ
う
な
寒
さ
の
１

月
1818
日
、
町
内
会
の
中
村
美

日
、
町
内
会
の
中
村
美

重
子
さ
ん
（

重
子
さ
ん
（
5050
代
）
、
小
澤

代
）
、
小
澤

實
枝
子
さ
ん
（

實
枝
子
さ
ん
（
8484
）
と
共
に

）
と
共
に

交
通
安

交
通
安

全
指
導

全
指
導

に
あ
た

に
あ
た

っ
て
い

っ
て
い

た
組
合

た
組
合

の
長
島

の
長
島

譲
さ
ん

譲
さ
ん

（
3838
）

は
「
急

は
「
急

な
飛
び

な
飛
び

出
し
な

出
し
な

ど
も
多
い
の
で
安
全
の
一
助

ど
も
多
い
の
で
安
全
の
一
助

に
な
れ
ば
と
思
う
」
と
話
し

に
な
れ
ば
と
思
う
」
と
話
し

た
。
た
。

　

朝
だ
け
で
な
く
巡
回
中
見

　

朝
だ
け
で
な
く
巡
回
中
見

守
り
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と

守
り
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
今
回
の
締
結
に
つ
な

に
な
り
今
回
の
締
結
に
つ
な

が
っ
た
と
い
う
。

が
っ
た
と
い
う
。

　

組
合
の
田
中
保
行
副
理
事

　

組
合
の
田
中
保
行
副
理
事

長
は
、「
今
後
も
市
民
の
生

長
は
、「
今
後
も
市
民
の
生

活
を
支
え
、
と
も
に
歩
ん
で

活
を
支
え
、
と
も
に
歩
ん
で

い
き
た
い
」
と
締
結
を
喜
ん

い
き
た
い
」
と
締
結
を
喜
ん

だ
。
だ
。

　

▼

　

▼
節
分
祭

節
分
祭　

１
日

　

１
日
1414
時

頃
、
大
船
観
音
寺
。
３
日

頃
、
大
船
観
音
寺
。
３
日
1010

時
、
森
戸
神
社
（
葉
山
）
。

時
、
森
戸
神
社
（
葉
山
）
。

正
午
、
建
長
寺
・
長
谷
寺
。

正
午
、
建
長
寺
・
長
谷
寺
。

1313
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。
1313
時

半
・
半
・
1515
時
、
遊
行
寺
（
藤

時
、
遊
行
寺
（
藤

沢
）
。

沢
）
。
1414
時
、
龍
口
寺
。

時
、
龍
口
寺
。
1515

時
、
鎌
倉
宮
・
亀
岡
八
幡
宮

時
、
鎌
倉
宮
・
亀
岡
八
幡
宮

（
逗
子
）
。

（
逗
子
）
。

　

▼

　

▼
初
午
祭

初
午
祭　

２
日
正
午
、

　

２
日
正
午
、

佐
助
稲
荷
。

佐
助
稲
荷
。1414
時
、鶴
岡
八
幡

時
、鶴
岡
八
幡

宮
境
内
の
丸
山
稲
荷
。
農
業

宮
境
内
の
丸
山
稲
荷
。
農
業

神
の
大
明
神
に
豊
作
祈
願
。

神
の
大
明
神
に
豊
作
祈
願
。

　

▼

　

▼
針
供
養

針
供
養　

８
日

　

８
日
1010
時

半
、
荏
柄
天
神
社
。

半
、
荏
柄
天
神
社
。

　

▼

　

▼
紀
元
祭　

紀
元
祭　

1111
日
1010
時
、
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。建
国
を
祝
う
。

鶴
岡
八
幡
宮
。建
国
を
祝
う
。

　

▼

　

▼
大
国
祷
会
成
満
祭

大
国
祷
会
成
満
祭　

1111

日
、
長
勝
寺
。

日
、
長
勝
寺
。
1010
時
、
水

時
、
水

行
。
行
。

　

▼

　

▼
涅
槃
会

涅
槃
会　

1515
日
1010
時
、
時
、

建
長
寺
。

建
長
寺
。
1313
時
、
龍
口
寺
。

時
、
龍
口
寺
。

1414
時
、
光
明
寺
。
他
各
寺

時
、
光
明
寺
。
他
各
寺

院
。
釈
迦
入
滅
の
法
会
。

院
。
釈
迦
入
滅
の
法
会
。

　

▼

　

▼
祈
年
祭　

祈
年
祭　

1717
日
1010
時
、
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。
豊
作
祈
願
。

鶴
岡
八
幡
宮
。
豊
作
祈
願
。

　

日
本
の
一
家
族
の

　

日
本
の
一
家
族
の

平
均
は
２
、
３
人
、

平
均
は
２
、
３
人
、

今
は
３
人
以
下
と
な

今
は
３
人
以
下
と
な

っ
て
い
る
そ
う
で
す

っ
て
い
る
そ
う
で
す

▼
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」

▼
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」

「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
」
の

「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
」
の

よ
う
な
大
家
族
の
設
定
が
数

よ
う
な
大
家
族
の
設
定
が
数

十
年
の
間
で
移
り
変
わ
り
、

十
年
の
間
で
移
り
変
わ
り
、

少
し
寂
し
く
も
感
じ
ま
す
▼

少
し
寂
し
く
も
感
じ
ま
す
▼

毎
年
変
わ
ら
ず
冬
に
流
行
す

毎
年
変
わ
ら
ず
冬
に
流
行
す

る
も
の
と
し
て
、
イ
ン
フ
ル

る
も
の
と
し
て
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
あ
り
ま
す
▼
私
も

エ
ン
ザ
が
あ
り
ま
す
▼
私
も

久
し
ぶ
り
に
発
症
し
、
新
薬

久
し
ぶ
り
に
発
症
し
、
新
薬

を
投
与
し
て
も
ら
い
ま
し
た

を
投
与
し
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
家
族
へ
も
感
染
し
、
長

が
、
家
族
へ
も
感
染
し
、
長

期
の
冬
休
み
を
い
た
だ
き
ま

期
の
冬
休
み
を
い
た
だ
き
ま

し
た
▼
私
は
４
人
家
族
な
の

し
た
▼
私
は
４
人
家
族
な
の

で
す
が
、
も
し
大
家
族
で
あ

で
す
が
、
も
し
大
家
族
で
あ

っ
た
と
想
像
す
る
と
イ
ン
フ

っ
た
と
想
像
す
る
と
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
猛
威
に
怯
え
る

ル
エ
ン
ザ
の
猛
威
に
怯
え
る

日
々
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う

日
々
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う

と
思
い
、
一
家
族
の
平
均
が

と
思
い
、
一
家
族
の
平
均
が

３
人
以
下
も
良
い
場
合
が
あ

３
人
以
下
も
良
い
場
合
が
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
と
、
隔

る
の
か
も
し
れ
な
い
と
、
隔

離
生
活
中
に
一
人
布
団
で
考

離
生
活
中
に
一
人
布
団
で
考

え
て
い
ま
し
た
▼
み
な
さ
ん

え
て
い
ま
し
た
▼
み
な
さ
ん

も
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い

も
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い

ま
せ
。

ま
せ
。 

（
Ｎ
）

（
Ｎ
）

　

車
イ
ス
の
人
に
も
着
物
を

　

車
イ
ス
の
人
に
も
着
物
を

着
て
街
を
歩
い
て
も
ら
お
う

着
て
街
を
歩
い
て
も
ら
お
う

と
「
車
椅
子
で
も
大
丈
夫
！

と
「
車
椅
子
で
も
大
丈
夫
！

着
物
で
鎌
倉
散
策
」
が
１
月

着
物
で
鎌
倉
散
策
」
が
１
月

2525
日
行
わ
れ
た

日
行
わ
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

障
害
者
へ
鎌
倉
の
観
光
情

　

障
害
者
へ
鎌
倉
の
観
光
情

報
提
供
や
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

報
提
供
や
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ビ
ー
チ
な
ど
の
催
し
を
実
施

ビ
ー
チ
な
ど
の
催
し
を
実
施

し
て
い
る
「
湘
南
バ
リ
ア
フ

し
て
い
る
「
湘
南
バ
リ
ア
フ

リ
ー
ツ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
」

リ
ー
ツ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
」

（
榊
原
正
博
理
事

（
榊
原
正
博
理
事

長
）
の
主
催
で
、
今

長
）
の
主
催
で
、
今

回
で
４
回
目
。

回
で
４
回
目
。

　

鎌
倉
・
小
町
通
り

　

鎌
倉
・
小
町
通
り

の
レ
ン
タ
ル
着
物
店

の
レ
ン
タ
ル
着
物
店

で
着
付
け
や
ヘ
ア
メ

で
着
付
け
や
ヘ
ア
メ

イ
ク
を
し
た
あ
と
、

イ
ク
を
し
た
あ
と
、

昼
食
を
と
り
、
鶴
岡

昼
食
を
と
り
、
鶴
岡

八
幡
宮
周
辺
を
散
策

八
幡
宮
周
辺
を
散
策

し
て
お
茶
を
飲
ん
で

し
て
お
茶
を
飲
ん
で

解
散
す
る
コ
ー
ス
。
車
イ
ス

解
散
す
る
コ
ー
ス
。
車
イ
ス

利
用
者
３
人
と
健
常
者
４
人

利
用
者
３
人
と
健
常
者
４
人

が
参
加
し
た
。

が
参
加
し
た
。

　

「
一
般
の
人
よ
り
着
物
経

　

「
一
般
の
人
よ
り
着
物
経

験
豊
富
か
も
」
と
宍
戸
か
つ

験
豊
富
か
も
」
と
宍
戸
か
つ

子
さ
ん
（

子
さ
ん
（
6363
）
。
長
野
県
か

）
。
長
野
県
か

ら
日
帰
り
で
参
加
し
た
横
澤

ら
日
帰
り
で
参
加
し
た
横
澤

由
紀
さ
ん
は
「
う
れ
し
い
」

由
紀
さ
ん
は
「
う
れ
し
い
」

と
明
る
い
笑
顔
で
ス
タ
ッ
フ

と
明
る
い
笑
顔
で
ス
タ
ッ
フ

た
ち
と
散
策
を
楽
し
ん
だ
。

た
ち
と
散
策
を
楽
し
ん
だ
。

４者間で防犯に関する協定書を締結４者間で防犯に関する協定書を締結

防犯パトロールのステッカーを貼った収集車防犯パトロールのステッカーを貼った収集車

朝の交通安全指導朝の交通安全指導

車
イ
ス
の
人
が
着
物
で
鎌
倉
散
策

車
イ
ス
の
人
が
着
物
で
鎌
倉
散
策

市
民
団
体
の
支
援
で

市
民
団
体
の
支
援
で

２月２月

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

（8989）

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛

建
長
寺
・

建
長
寺
・ 

済
田
地
蔵
尊

済
田
地
蔵
尊
木
造
地
蔵

木
造
地
蔵

菩
薩
立
像

菩
薩
立
像

（

）

資
源
回
収
車
が
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

資
源
回
収
車
が
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

鎌
倉
市
・
警
察
署
と
協
定
締
結

鎌
倉
市
・
警
察
署
と
協
定
締
結
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